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１,はじめに 
太陽の黒点は太陽の活動周期によって数が変化するというのは有名です。そこで私達はプロミネンス

はどうなのだろうという疑問を抱き，極大期はプロミネンスの数が増え，静穏型よりも活動型が多く見

られ，極小期ではプロミネンスの数が減り，活動型よりも，静穏型が多くみられるという仮説を立て2003
年から太陽の観測を始めました。そして，過去の観測結果から太陽の活動周期とプロミネンスの変化に

ついてさらに調べる事にしました。 
２,方法 
私達はプロミネンスを撮影するために，太陽観測専用フィルターとデジタルカメラを使用し，太陽の

縁にあるプロミネンスを撮影しました。 
 プロミネンスは活動型と静穏型に大別され、撮影したプロミネンスの見分け方は，私達独自の方法で，

定義していました。太陽の直径は，約 1400000㎞で，撮影した写真での直径は 72㎜としました。よっ
て，写真では，1㎜の長さが約19000㎞になります。直径の1/2400，写真では3㎜（約57000㎞）以上
の高さをプロミネンスの活動型とし，それ以下のものは静穏型と区分し発生している数を数えました。

また，光球面上のプロミネンスであるダークフィラメントの数を数え，過去 3 年のものと比較できるよ
うにグラフ化しました。 
 今までは、以上の方法でプロミネンスを 3 通りに分類していましたが、より細かく分類できないかと
考えました。清水一郎編『太陽観測』という本に掲載されていた「見かけによる紅炎の分類例」を参考

にして、図１のようなⅠ型～Ⅵ型までの 6 通りにわけることにしました。作業としては、撮影した写真
を拡大し、図を参考に分類し，その結果を年ごとにまとめ，各型の割合を円グラフとして表しました。 
 観測は2003年11月12日から12月24日の間の20日間，2004年11月4日から12月16日の間の
20日間，2005年11月16日から12月20日の間の20日間、2006年11月7日から2007年1月11日
の20日間行いました。 
３.結果  
グラフ1より，プロミネンスの数が減った状態が続い 
ていることがわかります。しかし，静穏型の数は増えて 
きています。 
 グラフ2については，Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅵ型の割合には大 
きな変化はありませんでしたが，Ⅳ型とⅤ型の割合が半 
数以上を占めていました。また，2003年，2004年はⅤ 
型が多かったのに対して，2005年，2006年にはⅣ型が 
多かったことがわかりました。 
 
 
                         〈 図１ 見かけによる紅炎の分類例 〉 



0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

2003年 2004年 2005年 2006年

プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
の
数

静穏型

活動型

光球面上

合計

２００６年

5% 9%

0%

44%

38%

4%

２００５年

8%

18%

0%

46%

21%

7%

２００４年

9%
9%

2%

29%

46%

5%

２００３年

15%

8%

0%

18%52%

7%

Ⅰ型

Ⅱ型

Ⅲ型

Ⅳ型

Ⅴ型

Ⅵ型

 
〈 グラフ１ プロミネンスの数と変化 〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〈 グラフ２ プロミネンスの各型の割合 〉 

 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４.考察 
 研究機関の資料によると，3年後が極大期という事なので、今年の後半から太陽の活動が活発になると
思われます。今までの研究で，太陽の活動周期とプロミネンスの数や活動型，静穏型という型について

は関係があるという可能性がさらに深まりました。Ⅰ～Ⅵ型に分けた型については，まだ観測結果が少

なく，今後どのような違いが見られるか、注目していきたいと思います。 
今までの4年間の観測は，極小期の時期のものが多かったと思います。しかし，この先は極大期とい
うことなので，今後もこの研究を続け，太陽面活動とプロミネンスの関係について、追求していきたい

と思います。 
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